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 要  旨 
 
 無向グラフ中から最大クリークを抽出する問題は，基本的かつ重要な組合せ
最適化問題の一つである．同問題の拡張として，節点重み付き無向グラフ中か
らある種のクリークを抽出する問題が考えられる．クリークサイズが最大であ
る最大クリークの中で，節点重みの総和が最大のクリークを節点重み最大クリ
ークといい，極大クリークの中で，クリークサイズ最大とは限らず節点重みの
総和が最大のクリークを最大節点重みクリークという． 
 最大クリーク抽出問題は様々な実問題への応用が考えられ，同問題の拡張問
題である節点重み最大クリーク抽出問題及び最大節点重みクリーク抽出問題
に対しても，いくつかの応用例が存在する．例えば，前者については量子論理
回路の深さ最小化問題，後者についてはある種の誤り訂正符号の構成やRNAの
二次構造予測などがある． 
 本論文では，まずこれまでに考案してきた節点重み最大クリーク抽出アルゴ
リズムの一層の効率化を図り，実働化して計算機実験を行うことによってその
有効性を確認した．ここでは，分枝限定の際に用いるクリーク重みを求める処
理の改良，及び探索開始前の全節点集合の整列の際に次数と重みの二つを考慮
した整列法を提唱し，最大クリーク数が非常に多いグラフ，特に応用例である
量子論理回路の深さ最小化問題のグラフについて，大幅に高速化できることを
確認した． 
 次に，最大節点重みクリーク抽出アルゴリズムの効率化を図り，実働化して
計算機実験を行うことにより実験的な評価を行った．ここでは，全節点集合の
整列に節点の重み及び隣接節点と自身の重みの総和を考慮した整列法，及びク
リーク重みの上界を求める処理を簡略化した手続きを提唱した．これにより特
に重みの分布に偏りがあるグラフで，以前に当研究室で考案されたアルゴリズ
ムよりも効率化されることが分かった．また詳細な計算機実験を行うことによ
り，P. R. J. Östergårdが提唱したアルゴリズムwnewとの比較を行い，それぞれ
のアルゴリズムが得意とするグラフの特徴がより明確となった． 
 
